
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人高橋登、同高橋正己の上告理由ついて。

　所論は、本件につき弁理士高橋登、高橋正己は上告人を代理して特許出願の拒絶

査定について抗告審判を請求する権限を与えられていなかつたと主張するが、原判

決が乙第一号証により右権限をも与えられていたものと認定したことは首肯するこ

とができる。委任状における権限の事項が印刷されたものであり、その委任状が一

年前に作成されたとしても、これがために当事者がこれによる意思がなかつたもの

と解すべきでないこと、原判決の説示するとおりである。そして、たとい当事者本

人について特許法二五条にいう「其ノ責ニ帰スヘカラサル事由」があつたとしても、

同人に代り行為をする権限のある代理人が存在し、この代理人にはなんら右の事由

がない場合には、代理人がその権限に基き行為をすることを妨げるものではないの

であるから、かかる場合には同条により懈怠した手続の追完をすることはできない

ものと解すべきことも原判決の説示するとおりである。されば、原判決には所論の

違法はなく、論旨は理由がない。

　よつて、民訴四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文のと

おり判決する。
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